
商品の包材に使用される紙およびプラス
チックの使用量削減に向け、内容量や保存
性を維持したまま、容器サイズの縮小や見直
しに取り組んでいます。一例として、2025
年度には、チルド麺「懐かしスパ」シリーズに
使用しているプラスチックトレイをなくすことで、年間約11tのプ
ラスチック使用量を削減しました。このほか、各種商品のプラス
チック包装資材や段ボールケースについても、材質やサイズの見
直しを行い、資源使用量の削減を図っています。今後も、環境負
荷の低減と資源循環の推進に継続的に取り組んでいきます。

サステナビリティに関わる情報開示の取り組みとして、2025年
12月に、国内グループに加えて、海外グループにおける温室
効果ガス（GHG）の Scope3排出量（2024年度）の開示を行
いました。Scope3は、原材料の製造や輸送等の当社の川上
にあたる項目と、製品の輸送や調理等の川下にあたる項目であ
り、当社が直接関わるScope1・2の排出量と合わせて、当社
事業のサプライチェーン全体でのGHG排出量を算定・開示し
ています。また、TCFD 提言フレームワークが求める4つの開
示項目のうち、「戦略」に関して、国内即席麺事業および低温食
品事業に加えて、海外即席麺事業を対象としたシナリオ分析を
追加しました。引き続き特定したリスクと機会への対応策の検
討を進め、開示情報の拡充に努めてまいります。

7つの重要課題と5つの笑顔

「事業へのインパクト」「社会・ス
テークホルダーへのインパクト」が
大きく、特に優先的に取り組むべき 
7テーマを重要課題（マテリアリ
ティ）としました。重要課題に対す
る取り組みを通じて、SDGs の達
成に貢献していきます。

東洋水産グループ
の重要課題

（マテリアリティ）
について

重要課題 関連する「5つの笑顔」

お客さまに
笑顔

❶健康で豊かな食生活への貢献
関連するSDGs

▲

社員に 
笑顔

❷多様な人材の活躍と育成
関連するSDGs

▲

社会に 
笑顔

次世代に 
笑顔

❸次世代の育成と支援
関連するSDGs

▲

社会に 
笑顔

❹持続可能な調達
関連するSDGs

▲

社会に 
笑顔

地球に 
笑顔

❺気候変動への対応
関連するSDGs

▲

社会に 
笑顔

地球に 
笑顔

❻生物多様性の保全
関連するSDGs

▲

社会に 
笑顔

地球に 
笑顔

❼資源循環の推進
関連するSDGs

▲

サステナビリティ取り組みトピックス

https://www.maruchan.co.jp/csr/environment/
pdf/tcfd_recommendations_2024_260219.pdf

詳しくは下記のリンク先をご覧ください。
東洋水産グループの	
「TCFD 提言に基づく情報開示（2024年度）」

2024年度Scope1、2、3算定結果の概要

気候変動への対応　サプライチェーン全体のGHG排出量算出

● 商品容器のプラスチック・紙使用量削減量
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1129.1

※2020年度を基準として
※対象：国内即席麺・低温食品・加工食品事業

持続可能な資材の調達　紙・プラスチック使用量の削減

特集 2

懐かしスパ
ナポリタン
2人前

● Scope1、2、3排出量の内訳 
（国内および海外グループ全体）

合計
1830.9
千t-CO2

Scope1：9.2%

Scope 2：6.5%

Scope 3：84.3%
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